
地域猫と市民の
共生促進プロジェクト

一般社団法人シリウスキャット



地域猫は、飼い猫でもなく、ノラ猫でもない、
不思議な存在

地域猫：家はないけど、お世話する人がいる。

飼い猫：家があり、お世話する人もいる。

ノラ猫：家もない、お世話する人もいない。
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本プロジェクト３つのキーワード

TNR実施

後
の地域猫

分散型
の保護

地域猫とともに

コミュニティ
構築
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TNR実施"後"の地域猫を保護する理由

飼い猫の平均寿命１５年

子猫　　　　　　　　　　　　　成猫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老猫

TNR実施により、殺処分数は表面上、減少します。
・・・ しかし、その後、何もしないとノラ猫として
平均寿命は２～３年。。。

苦労し、お金もかけたのに. . .

☆地域猫として継続的に保護することが重要☆
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後
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"分散型"の保護というアプローチ

地域猫のテリトリーは半径100mから500mほど。
例えば、昭島市松原町５丁目一帯あたりぐらい。

地域の住民や事務所、企業が
それぞれ少しずつ分担し、

それぞれの場所で関わる地域猫。

ポイント

地域の"みんな"で見守る猫。
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分散型
の保護



テリトリーの縮尺
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地域猫とともにコミュニティ構築

猫のテリトリーは人間の所有する土地をまたがっている

隣家との境界線である垣根、塀(多くが猫道!)を越える"きっかけ"

地域猫

同じ目的や共通の趣味のコミュニティ
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地域猫とともに

コミュニ
ティ構築



啓蒙活動の重要性
活動を実施しやすくするためには、誤解の解消や啓蒙活動も必要不可欠

よくある勘違い。

Q : 無料で猫を引き取ってもらえるんですか？

A : 
地域猫を含め、猫の飼育や世話には１匹最低約５万円 / 年かかります。
実際例として、保護団体や保護猫カフェなどに、やむを得ない理由で譲渡する場合、
永久に会えないなど厳しい条件のもと、一括で４０万円の支払いが必要なことも。
年５万円×余命８～１０年と考えると、妥当な金額とも言えます。

Q : 地域猫活動＝TNRでしょ？

A : 
TNRも地域猫活動の１つではありますが、生活環境の整備、適正な餌やり、そして
もっとも重要なコミュニティの構築など、数多くある活動のうちのひとつにすぎません。
自治会等、伝統的なコミュニティが時代のニーズに合わなくなりつつある現在にお
いて、コミュニティの多様化は喫緊の課題と言えます。

STOP !
丸投げ !

地域猫
活動

≠　TNR
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PRやサポート 都政新聞2023年8月20日号に掲載

協力
慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科
閑（ITOMA)プロジェクト - 以下KMDと記載
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KMDによるシリウスキャットのPR
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KMD活動報告書
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KMDアンケートの実施
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きっかけとして申込特典の提供

★猫ちゃんごはんスターターセット

★地域猫活動のご案内（やり方）

★地域猫サポーター認定ステッカー

・・・etc.
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新たな試み①
観察用ネットワークカメラの貸出

赤外線で夜間の観察や動画確認も可能

過去の行動を観察
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新たな試み②

追跡デバイスの貸出

リアルタイムの行動を観察
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相関図

観察を続けることで
関係性もわかってきます。
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ご清聴ありがとうございました。
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